
1993年出上の木簡

丘驚

・
藤
江
別
所
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
明
石
市
藤
江
字
別
所

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
一
〇
月
を

一
九
九
四
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
明
石
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
稲
原
昭
嘉

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一二
世
紀
ぞ

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

藤
江
別
所
遺
跡
は
、
明
石
市
の
西
部
に
広
が
る
中
位
段
丘
を
刻
ん
で
流
れ
る

藤
江
川
下
流
左
岸
の
沖
積
地
上
に
立
地
す
る
。
遺
跡
の
標
高
は
約

一
・
○
を
二

・
Ｏ
ｍ
で
あ
る
。
遺
跡
の
北
東

三
Ｏ
ｍ
の
台
地
上
に
は
御
崎
神

社

（山
王
神
社
）
が
あ
る
。
こ
の

御
崎
神
社
は

『
播
磨
国
内
鎮
守

大
小
明
神
社
記
』
（播
磨
国
内
神

名
帳
）
に
見
え
る
丹
生
葛
江
明

石

神
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
往

制

と日
山
王
権
現
二

一
社
の
諸
神
が

鉄
船
に
乗
り
こ
の
浦
に
着
船
し

た
が
、
里
の
女
が
こ
の
神
船
に
乗

っ
た
た
め
女
人
の
機
に
よ
り
鉄
船
が
沈
ん
だ

と
い
う
言
い
伝
え
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
周
辺
は

「鉄
船
の
森
」
と
呼
ば

れ
、
鉄
船
が
沈
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
、
赤
い
鉄
気
の
水
が
湧
き
出
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

調
査
区
か
ら
は
、
溝
二
条
と
井
戸

一
基
が
検
出
さ
れ
た
。

溝
は
、
調
査
区
の
北
端
か
ら
二
条
に
分
岐
す
る
。　
一
条
は
段
丘
の
裾
部
を
取

り
囲
む
よ
う
に
北
か
ら
南

へ
走
る
幅
四
ｍ
、
深
さ
五
〇

釦
の
溝
で
、
他
の
一
条

は
南
西
方
向

へ
走
る
幅
五
ｍ
、
深
さ
四
〇

側
の
溝
で
あ
る
。
溝
の
埋
土
は
ン
ル

ト
質
土
で
、
植
物
遺
体
を
多
く
含
ん
で
い
た
。
埋
土
お
よ
び
溝
の
肩
付
近
か
ら

は
秀
生
時
代
後
期
の
土
器
が
ま
と
ま
っ
て
出
上
し
て
い
る
。

井
戸
は
、
調
査
区
西
南
端
で
検
出
さ
れ
た
。
掘
形
の
形
状
は
円
形
を
呈
し
、

す
り
鉢
状
に
掘

っ
た
後
、
さ
ら
に
そ
の
下
部
を
円
筒
状
に
掘
り
込
ん
で
い
る
。

井
壁
を
保
護
す
る
設
備
は
も
た
な
い
。
円
筒
状
に
な
っ
た
穴
の
径
は
三

・
三
ｍ

で
深
さ
は

一
。
九
ｍ
で
あ
る
。
検
出
面
か
ら
丼
戸
の
底
部
ま
で
は
約
三

・
五
ｍ

で
、
底
部
の
標
高
は
マ
イ
ナ
ス
ニ

・
Ｏ
ｍ
で
あ

っ
た
。
埋
土
は
河
川
の
氾
濫
に

よ
り
堆
積
し
た
礫
混
じ
り
の
粗
い
砂
で
あ
る
。
底
部
付
近
の
粘
土
層
と
砂
層
と

の
境
か
ら
は
水
が
湧
き
出
し
て
い
た
。

埋
上
の
下
部
か
ら
は
弥
生
時
代
後
期
の
甕

・
重
が
数
個
体
ほ
ぼ
完
全
な
形
で

出
上
し
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
上
層
か
ら
は
土
師
器
の
甕

・
重
、
須
恵
器
の
壷

・

遜
と
と
も
に
車
輸
石

・
銅
鏡

・
滑
石
製
勾
玉

・
銅
鏃
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
上
層
か
ら
は
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
遺
物
も
多
量
に
出
上
し
た
。
木



簡
が
出
土
し
た
の
は
こ
の
層
で
あ
る
。
古
代
の
土
器
の
中
に
は
、
底
に
「南
家
」

な
ど
の
墨
書
を
施
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
中
世
の
遺
物
に
は
木
簡
の
ほ
か
、

桃
の
種
も
認
め
ら
れ
た
。

車
輪
石
は
、
長
さ

一
二

。
二
ｃｍ
、
幅

一
一
・
〇

伽
、
厚
さ

一
・
五
釦
で
中
央

に
直
径
六

・
五
軸
の
円
形
の
孔
が
開
い
て
い
る
。
重
さ
は

一
八
六
■
を
量
る
。

石
材
は
和
歌
山
県
南
部
か
ら
四
国
の
中
央
部
付
近
に
か
け
て
産
出
す
る
緑
泥
片

岩
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
形
態
上
か
ら
、
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
頭
に
作
ら

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

銅
鏡
は
九
面
出
上
し
た
。
素
文
鏡
が
四
面
、
櫛
歯
文
鏡
三
面
、
珠
文
鏡
二
面

で
、
面
径
は
三

。
Ｏ

ｃｍ
か
ら
六

・
五
ｃｍ
ま
で
の
小
型
鏡
で
あ
る
。
縁
は
平
縁
で

鏡
の
銀
の
部
分
に
は
紐
通
し
の
孔
が
あ
い
て
い
る
。
鏡
質
は
良
好
で
あ
る
。

伴
出
し
た
古
墳
時
代
前
期
か
ら
後
期
ま
で
の
土
器
の
中
に
は
口
縁
部
の
一
部

が
欠
け
て
い
た
り
、
側
面
に
孔
が
開
け
ら
れ
た
り
し
て
い
る
も
の
が
認
め
ら
れ

玄Ｏ
。以

上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
井
戸
が
祭
祀
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
祭
祀
は
弥
生
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
初
め
ま
で
の

長
期
間
に
わ
た
り
連
綿
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
と
く
に

井
戸
内
か
ら
車
輪
石
が
出
土
し
た
こ
と
は
、
こ
の
井
泉
祭
祀
に
当
地
域
の
有
力

首
長
が
関
わ

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。
ま

た
、
先
述
の

「鉄
船
」
伝
承
の
残
さ
れ
て
い
る
御
崎
神
社
の
存
在
も
こ
の
祭
祀

と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。

な
お
、
こ
の
井
戸
の
周
囲
を
取
り
囲
む
よ
う
に
弥
生
時
代
後
期
を
中
心
と
す

る
土
器
が
ま
と
ま

っ
て
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
（梵
字
）
南
無

×
　

　

　

　

　

　

　

　

　

（淫
∀
］賀
〕
冨

②

　

「
（梵
字
）
∞
神
転
転
仁
王
般
若
波

×
　

　

　

（霞
ｙ
ω支
卜
里

③

　

「
日
国
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］∞更
鮎
益

ΦＦ

Ｏ

①
は
、
頭
部
を
五
輪
塔
状
に
削
り
出
し
た
笹
塔
婆
で
あ
る
。
下
端
が
欠
損
し

て
お
り
、
片
面
に
墨
書
が
あ
る
。
②
は
、
頭
部
を
山
形
に
し
た
転
読
札
で
あ
る
。

上
部
に
四
ヵ
所
穴
が
穿
た
れ
て
お
り
、
片
面
に
墨
書
が
あ
る
。
下
端
は
二
次
的

に
切
断
さ
れ
て
い
る
。
③
は
、
頭
部
を
山
形
に
し
た
札
で
あ
る
。
胴
部
中
央
や

や
左
寄
り
に
穴
が

一
ヵ
所
穿
た
れ
て
い
る
。
片
面
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
た
が
、

文
字
は
判
読
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
い
ず
れ
も
井
戸
の
上
層
部
か
ら
出
土
し
た
。
時
期
的
に

は
南
北
朝
期
に
属
し
、
先
述
の
井
泉
祭
祀
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ヱＯ
。な

お
、
木
簡
の
釈
読
に
際
し
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
館
野
和
己

・

寺
崎
保
広

・
渡
辺
晃
宏
各
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（稲
原
昭
嘉
）
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